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 図 1は乾燥皮膚の角層と水，5～40%尿素水溶液，エタノール，リモネンに１日間浸漬した皮膚
角層試料からの超小角Ｘ線散乱である。ここで I�q��は散乱強度，q は散乱ベクトルの大きさであ
る。散乱は各溶媒の散乱を差し引いた過剰散乱強度として算出したものである。いずれも小角側
で単調減少関数を示し，回折ピークなどは観察されなかった。小角側の立ち上がりはかなり急激
である。尿素系はそれらの中で比較的緩やかであった。立ち上がりの最も大きいのが乾燥皮膚試
料であり，次いでエタノール，リモネン，水であった。両対数プロットにおいて比較的直線性の
ある qにして 0.02～0.054の範囲における傾きからフラクタル次元を見積もると，乾燥皮膚，エタ
ノール，リモネンはそれぞれ 3.6，3.6，3.3であった。また水，5%尿素水溶液，20%尿素水溶液，
40%尿素水溶液はそれぞれ 2.9，2.6，2.8，2.5であった。さらに尿素水溶液ではその尿素濃度が上
がるにつれて，フラクタル次元は減少した。これらの結果は有機溶剤の場合，細胞間脂質に作用
し構造を乱すことによって大きな立ち上がりを持った散乱曲線を与えていると考えられる。水系
ではやはり細胞間脂質に水分が浸入し角層細胞にも水分が浸透することで，それに対応した密度
揺らぎとなり，フラクタル次元が減少したといえる。 

 また水溶液系では，q>0.054 の範囲で湾曲した上に凸の曲線が伺える。特に尿素水溶液で顕著
となるが，保湿性能が高いとされる尿素の作用により皮膚角層への水の浸透性と関わりがあるか
もしれない。より散乱曲線の挙動をとらえるために縦軸に q

4

I�q��をとる Porod プロットを行った
（図 2参照）。散乱体の表面がなめらかな場合，Porod則に従って q

-4則で散乱は減衰する。このプ
ロットは表面の構造を反映すると考えられるが，溶液によってその構造が異なることが確認できた。 
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図 1．様々な溶液に浸積したヘアレスマウス皮膚角層から超小角 X線散乱． 
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